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大阪大学における共同研究講座制度 10 年の成果と今後の展望	

	

	
○田中敏嗣、吉川秀樹（大阪大学）	

	

	

	
１.はじめに 

	 社会の要請にかなう産学官連携のあり方が強く求められている中、大阪大学では「Industry	on	Campus」

の標語の下、2006 年から人的交流、研究テーマの共有、研究設備の利活用等を通じて企業の研究開発と

大学の学術研究を連携させる「共同研究講座」制度 1-4)を全国に先駆けて導入した。さらに、2011 年か

らは、その発展形である「協働研究所」制度を導入した。これらの大阪大学オリジナルの産学協働の取

り組みも 10 年が経過し、その間、学内における規模を着実に拡大してきたとともに、学会発表やシン

ポジウム開催などを通じた対外的な情報発信により同制度を他大学へ普及し、本気の産学連携を推進す

る制度として広く認知を得てきた。本報告では、これまでの 10 年の成果を概観し、今後の産学共創へ

の展開について展望する。	

 
２.制度の概要	

 

３.成 果	

制度が導入された

共同研究

講座が設置され、その後、図 1 に示

すように協働研究所も含めた設置件

数ならびに本制度による共同研究費

の受け入れ額は順調に拡大を続けて

きた。

本

制度以外での共同研究費の受け入れ

額は頭打ちとなっており、本制度の

導入が共同研究費の受け入れの拡大

に大きな寄与をしていることが分か

る。

	

	
図 1 共同研究受け入れ実績 
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４.今後の展望	
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